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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 147,922 8.2 651 △67.4 196 △86.6 610 94.1

27年３月期第３四半期 136,695 2.7 1,998 △53.1 1,465 △68.0 314 △90.0
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 △1,198百万円( ―％) 27年３月期第３四半期 5,799百万円(△35.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 21.50 ―

27年３月期第３四半期 11.08 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期第３四半期 182,453 66,450 31.6 2,032.50

27年３月期 192,777 68,613 30.8 2,093.65
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 57,705百万円 27年３月期 59,442百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00

28年３月期 ― 11.00 ―

28年３月期(予想) 11.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 199,000 7.1 2,800 25.4 1,800 8.4 400 36.8 14.09
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注) 詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (２)四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用」をご覧下さい。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧下さい。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 28,392,830株 27年３月期 28,392,830株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 1,228株 27年３月期 1,176株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 28,391,643株 27年３月期３Ｑ 28,391,718株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境は、米国では景気の回復が続く中、連邦準備

制度理事会が12月にゼロ金利の解除に踏み切りました。日本では景気は概ね堅調に推移しましたが、中国では経済成

長が鈍化基調にありました。

自動車業界においては、北米では新車販売の伸びが続き、インド市場でも販売台数が増加基調にある一方で、中国

では需要の拡大ペースが減速しはじめ、日本では消費税や軽自動車の増税の影響、タイでは景気回復の鈍さなどから、

それぞれ販売が低調に推移しました。

以上のような環境下、当社グループは、第４次中期事業計画の経営方針である「全世界の競合他社を凌駕する競争

力と技術力で、お客様ニーズに最大限にお応えする」に沿って、これまでに培ってきた技術力やグローバル展開を活

かし、取引先開拓をはじめとする受注拡大に努めてまいりました。

そのような中での当第３四半期連結累計期間の経営成績は、当社グループの自動車フレームの生産量は、北米やタ

イ、インドで増加したものの日本で落ち込み、全体では前年同四半期をやや下回りましたが、円安による為替換算上

の影響もあり売上高は1,479億22百万円(前年同四半期比8.2％増)となりました。利益面では、日本の生産減少に加え、

減価償却費の増加影響等により、営業利益は６億51百万円(同67.4％減)、営業外収益に持分法による投資利益やユー

ワイ ティ リミテッドの事業譲渡に伴う債務保証損失引当金戻入額を計上する一方で支払利息の増加や為替差損の発

生もあり経常利益は１億96百万円(同86.6％減)となりました。また、特別利益にヒラタ ヤチヨ リーシング リミテッ

ドの株式譲渡などに伴う投資有価証券売却益を計上し、加えて、米国子会社の投資税優遇などを法人税等に反映させ

た結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億10百万円(同94.1％増)となりました。

　

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

①日本

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期と比べて減少したことから売上高は349億14百万円(前

年同四半期比13.2％減)となり、在外子会社からの配当金の受取りや債務保証損失引当金戻入額の計上がありました

が、売上減少の影響を主因に経常利益は１億円(同87.0％減)となりました。

②欧州・北米

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて増加したことや為替換算上の影響があり売上

高は754億23百万円(前年同四半期比21.4％増)となり、持分法による投資利益の計上がありましたが、労務費や減価

償却費の増加もあり経常利益は５億39百万円(同43.6％減)となりました。

③中国

主力得意先向けの自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて増加したことや為替換算上の影響があり売上

高は258億61百万円(前年同四半期比7.0％増)となりましたが、減価償却費の増加もあり経常利益は７億74百万円(同

34.4％減)となりました。

④アジア・大洋州

自動車フレームの生産量が前年同四半期に比べて増加したことから売上高は206億57百万円(前年同四半期比7.6％

増)となりましたが、支払利息の増加もあり経常損失は５億81百万円(前年同四半期は経常損失９億84百万円)となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態は、受取手形及び売掛金が減少したことなどから流動資産が

減少し、また、有形固定資産の新規取得があった一方、減価償却の進行等の影響から有形固定資産合計が減少しま

した。これらの結果、資産合計は1,824億53百万円(前連結会計年度末比103億24百万円減)となりました。

負債合計は、支払手形及び買掛金、短期借入金が減少したことなどにより116億２百万円(同81億62百万円減)とな

りました。

純資産合計は、その他の包括利益累計額合計が減少したことなどにより664億50百万円(同21億62百万円減)となり

ました。自己資本比率は31.6％(同0.8ポイントのプラス)となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、仕入債務の減少、有形固定

資産の取得による支出、長期借入金の返済などがありましたが、売上債権の減少や減価償却費、長期借入れによる

収入などの資金の増加によって52億17百万円(前年同四半期比10億60百万円増)となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、仕入債務の減少などがありましたが、売上債権の減少や減価償却費などによ

って、前年同四半期と比べて116億３百万円(170.2％)増加の184億21百万円となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は、有形固定資産の取得による支出などによって前年同四半期と比べて94億24百

万円(38.6％)減少の149億82百万円となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は、長期借入れによる収入がありましたが、短期借入金の減少や長期借入金の返

済による支出などにより31億６百万円(前年同四半期は157億67百万円の収入)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、現在の原油価格の下落は自動車販売にはプラスではありますが、為替相場や株式市

場の変動の大きさや地政学リスクの高まりなどから、景気に不透明感が増しております。

このような事業環境のもと、業績につきましては、概ね公表済みの計画に沿って推移しており、平成27年10月29日

公表の業績予想に関して変更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

(企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組み替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び

事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,015 5,217

受取手形及び売掛金 33,811 25,696

たな卸資産 21,569 21,106

繰延税金資産 1,290 1,273

その他 4,675 4,420

流動資産合計 66,362 57,714

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,225 23,122

機械装置及び運搬具（純額） 42,607 40,768

工具、器具及び備品（純額） 29,025 22,911

土地 8,524 8,379

建設仮勘定 14,018 19,352

有形固定資産合計 117,400 114,534

無形固定資産

ソフトウエア 205 223

その他 18 20

無形固定資産合計 223 244

投資その他の資産

投資有価証券 5,897 7,183

長期貸付金 1,407 1,232

退職給付に係る資産 14 156

繰延税金資産 641 482

その他 943 911

貸倒引当金 △114 △5

投資その他の資産合計 8,791 9,960

固定資産合計 126,415 124,738

資産合計 192,777 182,453
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,017 22,518

短期借入金 17,009 11,225

1年内返済予定の長期借入金 14,207 16,652

リース債務 26 1

未払金 5,350 3,594

未払法人税等 233 281

賞与引当金 1,107 553

設備関係支払手形 125 881

その他 4,949 5,157

流動負債合計 69,027 60,866

固定負債

長期借入金 43,747 43,683

リース債務 2,580 2,450

繰延税金負債 982 1,229

役員退職慰労引当金 258 298

債務保証損失引当金 445 ―

退職給付に係る負債 6,830 7,209

その他 292 263

固定負債合計 55,136 55,136

負債合計 124,164 116,002

純資産の部

株主資本

資本金 4,366 4,366

資本剰余金 13,459 13,459

利益剰余金 33,108 33,094

自己株式 △0 △0

株主資本合計 50,933 50,919

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,348 1,268

為替換算調整勘定 7,945 6,498

退職給付に係る調整累計額 △785 △981

その他の包括利益累計額合計 8,508 6,786

非支配株主持分 9,170 8,744

純資産合計 68,613 66,450

負債純資産合計 192,777 182,453
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 136,695 147,922

売上原価 123,996 136,531

売上総利益 12,698 11,390

販売費及び一般管理費 10,700 10,738

営業利益 1,998 651

営業外収益

受取利息及び配当金 102 210

持分法による投資利益 ― 163

為替差益 270 ―

債務保証損失引当金戻入額 ― 445

その他 504 258

営業外収益合計 877 1,078

営業外費用

支払利息 811 1,282

為替差損 ― 203

持分法による投資損失 581 ―

その他 18 47

営業外費用合計 1,410 1,533

経常利益 1,465 196

特別利益

固定資産売却益 38 96

投資有価証券売却益 ― 345

特別利益合計 38 441

特別損失

固定資産廃棄損 80 98

固定資産売却損 12 111

特別損失合計 93 209

税金等調整前四半期純利益 1,410 428

法人税等 959 △294

四半期純利益 450 722

非支配株主に帰属する四半期純利益 136 111

親会社株主に帰属する四半期純利益 314 610
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 450 722

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35 △79

為替換算調整勘定 5,574 △1,295

退職給付に係る調整額 △190 △321

持分法適用会社に対する持分相当額 ― △224

その他の包括利益合計 5,348 △1,921

四半期包括利益 5,799 △1,198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,287 △1,111

非支配株主に係る四半期包括利益 1,512 △87

決算短信 （宝印刷）  2016年01月29日 10時12分 10ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



㈱エイチワン(5989) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 9 ―

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,410 428

減価償却費 11,291 15,022

賞与引当金の増減額（△は減少） △632 △554

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 40

退職給付に係る資産負債の増減額 △750 323

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） ― △445

受取利息及び受取配当金 △102 △210

支払利息 811 1,282

持分法による投資損益（△は益） ― △163

投資有価証券売却損益（△は益） ― △345

固定資産売却損益（△は益） △25 14

固定資産廃棄損 80 98

貸倒引当金の増減額（△は減少） ― 0

売上債権の増減額（△は増加） 2,745 7,699

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,143 446

仕入債務の増減額（△は減少） △2,680 △3,180

その他 △1,733 △749

小計 8,272 19,708

利息及び配当金の受取額 102 119

利息の支払額 △805 △1,282

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △751 △123

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,817 18,421

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △24,342 △14,369

有形固定資産の売却による収入 40 302

無形固定資産の取得による支出 △68 △90

投資有価証券の取得による支出 △38 △1,868

投資有価証券の売却による収入 ― 1,092

その他 1 △49

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,407 △14,982

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △527 △5,817

長期借入れによる収入 23,402 14,208

長期借入金の返済による支出 △6,685 △10,536

社債の償還による支出 △100 ―

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △624 △624

非支配株主への配当金の支払額 △176 △336

非支配株主からの払込みによる収入 479 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー 15,767 △3,106

現金及び現金同等物に係る換算差額 236 △130

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,586 201

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,163 ―

現金及び現金同等物の期首残高 4,580 5,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,157 5,217
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

セグメント情報

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2日本

欧州・
北米

中国
アジア・
大洋州

合計

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

31,632 62,135 23,791 19,134 136,695 ― 136,695

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,608 7 367 59 9,043 △9,043 ―

計 40,241 62,143 24,159 19,194 145,738 △9,043 136,695

セグメント利益又は損失(△)
(経常利益又は損失(△))

767 956 1,180 △984 1,919 △453 1,465

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△453百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2日本

欧州・
北米

中国
アジア・
大洋州

合計

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

26,465 75,187 25,706 20,563 147,922 ― 147,922

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

8,448 235 155 94 8,934 △8,934 ―

計 34,914 75,423 25,861 20,657 156,856 △8,934 147,922

セグメント利益又は損失(△)
(経常利益又は損失(△))

100 539 774 △581 832 △636 196

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△636百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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